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要 旨

メタノール型燃料電池を用いて、装置から得られる電気、熱、炭酸ガスのイチゴ栽培への利用に

よる生産システムの開発と経済性を含めた実用性の総合的評価を行った。

燃料電池からでる温風の風量が少ないことから、送風配管方法（親ダクト）を二重配管とするこ

とで加温を効率的に行えることを明らかにした。また、温風には水分を多く含むことから親ダクト

に水抜き装置を設置することで円滑な送風が可能となった。ハウス内の炭酸ガス濃度は、1800 ｐ

ｐｍ程度となり、施用効果があるとされる濃度に達した。株元局所加温によってマルチ内の夜間温

度は、2 ℃以上上昇させられることを明らかにした。また、これによりイチゴの収量は無加温に比

べて高くなる傾向を示した。

電気の利用について、3 時間連続電照及び 1 時間に 15 分照明を 7 時間行う間欠電照を行っても

安定的に燃料電池が稼働することを確認した。イチゴ栽培における燃料電池稼働にかかる経費は、

１ヶ月 42,120 円で温風暖房機の経費の約 50 ％となることを明らかにした。本研究で使用した直接

メタノール型燃料電池は、石油代替エネルギーとして期待されるものであるが、現時点では量産さ

れていないことから、装置の価格が高いという問題がある。しかし、近い将来、この燃料電池が普

及し、量産効果によって価格が下がれば、農業分野への利用も大いに期待できると考えられた。
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緒 言

三重県における施設園芸は重要な位置を占めている。

しかし、近年の石油価格の高騰は施設園芸農家の経営を

大きく圧迫している。特に生産コストの中で暖房費の割

合の高い作目では経営が成り立たないことが心配される

までになっており、加えて海外からの輸入の増加、産地

間競争の激化、価格の低迷によって施設園芸産地の維持

そのものが危惧される状況になり、石油価格高騰に対応

した省エネ技術の開発が強く望まれるようになった。省

エネ技術の開発は 1970 年代のオイルショック時に盛ん

に行われたがその後、石油価格が比較的安価に推移した

ことから研究が進展せず現在に至っている。このような

背景の下に本研究は、愛知県総合農業試験場等の 7つの

研究機関等と共同して、施設園芸作物の収量・品質を落

とすことなく暖房費を節減する省エネ技術の開発を行う

とともに化石燃料に頼らない安定した施設園芸の確立を

目的に取り組んだ。本県では石油代替エネルギーとして

開発が進む直接メタノール型燃料電池について、機器か

ら発生する熱、炭酸ガス及び電気のイチゴ栽培への利用

による生産システムの開発と周年利用等を含めた総合的

な活用方法の評価を試みた。

材料及び方法

試験１．局所加温用送風ダクトの選定と配管方法

異なる５種類（表１）のダクト（かん水チューブ）を

用い、供試ダクトをそれぞれ 400 ｍ（50m × 8 本）配

管し、電動送風機（SB-201HT-R3A3、出力 40 Ｗ）によ

り送風し、50 ｍ先の膨らみ方、通風量を調査した。配

管は図 1の 1と 2の方法により行った。なお、風量を具

体的に数値化するために子ダクト（かん水チューブ）内

に 45㍑/分かん水して、配管接合部から 5m及び 45m地

点における 5分当たりの水の排水量を調査した。
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株元局所加温によってマルチ内の夜間温度は燃料電池

から最も遠い位置でも、夜温目標温度の 7℃より 2℃以

上高まり、無加温区に比べて収量・品質とも向上させる

ことができることを明らかにした。

電気の利用については、生育促進をねらいとした早朝

3時間電照に利用した（Ｈ 18）。また、Ｈ 19には電気の

有効利用を図ることをねらいとして、燃料電池により負

荷がかかる７時間間欠電照を行い、余剰電力を蓄電し循

環扇等の稼働に利用した。いずれの方法においても燃料

電池が安定的に稼働することを明らかにした。

イチゴ栽培における燃料電池稼働にかかる経費は、１

ヶ月あたり 42,120 円で、三重県のイチゴ栽培における

通常の暖房経費の 50％となることを明らかにした。

なお、本研究で使用した直接メタノール型燃料電池は、

石油代替エネルギーとして期待されるものであるが、現

時点では量産されていないことから、装置の価格が高い

という問題がある。しかし、近い将来、この燃料電池が

普及し、量産効果によって価格が下がれば、農業分野へ

の利用も大いに期待できると考えられた。
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Abstract

Heat, electricity and carbon dioxide from fuel cell were sucsessfly used for strawberry cultivation as an alternate

energy souce of oil. However, there is a problem that the price of the device is high because it is not mass-produced

now though Direct Methanol Fuel Cell used in the present study is the one expected as an alternative energy to oil.

the application of fuel cell to agricultural sector was able to be expected very much if this fuel cell would spread in

the near future, and it sank in price by the effect of mass production.
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